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「カップリング授業(対論)」の夢
工学研究科 ファイバーアメニティ工学専攻 櫻井 康宏
原稿依頼をいただいた機会に本誌バックナンバーと平成
18年度版シラバス集を改めて拝読いたしました。大学改
革の中での先駆的な試みが 「共通教育の理念 ・目的」とし
て明快に集約され、多彩な教員の個性的努力によってそれ
が具体化されつつあることを再確認させていただきました。
この動きに基本的に異論はありませんが、唯一気になった
のは、「理念 ・目的」に記載される 「総合的な判断力」とは
何か?、 「社会に貢献」とは何か?、の2点であり、さらに
言えば日頃よく使われる 「知恵(智慧)」なる用語をあまり
見受けなかったことです。
手許の広辞苑をみると、「知識」が 「ある事項について知
っていること。また、その内容」とされるのに対して、「知
恵(智慧)」は 「物事の理を悟り、適切に処理する能力」と
され、用例の第一に老子第18章の 「知恵出でて大偽あり
(昔、人間が素朴であった時代には、人々は自然に従って平
和であったが、後世、人々の知恵が進んで不自然な人為が
行われたので、大なる偽りを生じ、世の中が乱れて しまっ
た)」が記載されています。結論を急げば、老子の時代とは
違った意味で、近代以降の 「不自然な人為=大なる偽り=
世の中の乱れ」を正すことが 「社会に貢献」の現代的意義
であり、そのために必要な本来の 「知恵(智慧)」を身につ
けることが共通教育の目的ではないか…と考えていまiす.
近代以降の科学 ・技術は 「近代合理主義(≒ 分析主義≒
要素還元主義≒要素を良くすれば必ず全体も良くなるとい
う信念)」の賜であり、それによって 「現代の豊がざ」が獲
得された反面で、科学 ・技術のみでなく社会を構成する入
間 ・組織までもが徹底的に細分化され、結果的に 「誰も赫
総合的に判断しない（判断できない)」という構造が出来上
がりつつあるのではないか…と思われます。とくに、経済
的にキャッチアップしたとはいえ西欧的個人主義もアメリ
力的自由主義も極めて未発達なわが国では、この 「総合的
な判断力」の欠如が容易に 「事なかれ」「他人任せ」「トッ
プダウン」指向等に結びつくのではないか…と思われます。
このような意味で、共通教育において 「総合的な判断力」
を重視することは大賛成ですが、上記の背景からしてその
中心課題はむしろ教員の側にあるものと理解 しています。
そこで、さらに結論を急いで一つの提案(「カップリング授
業」の提案)です。それは 「専門を異にする2人の教員が
オムニバスではなく対論によって授業を進める(そこに学
生も自由に参加する)」というものであり、例えば 「豊かさ
とは何か?」 といったテーマでの対論をとおして、互いの
専門分野の特性を理解しながら 「総合化の方向性(少 なく
ともその手掛かり)」を共に見出そう…というものです。
私自身のことを振り返ると、学位論文の方法論を検討し
ていく過程で、古生物学者 ・井尻正二、哲学者 ・見田石介、
保育実践家 ・斎藤公子の3名 から多くのことを学びました
が、自分なり に理解を進めることができた(少 しばがり
「なるほど！」と思えた)のは 「井尻VS見田」「井尻VS斎
藤」という 「対論」を通 してであり、一般的にも、論文や
講演のみでは理解できない本質が 「対論」によって初めて
見えてくる…という経験が多々あります。
以上、一つの提案を 「夢」として書かせていただきまし
たが、実は 「裏のねらい」があります。それは、「授業担当
コマ数を半減させながら質的効果を倍以上にする」という
欲張ったアイデアです。
2 Center  for  Interdisciplinary  Studies,University of  Fukui
